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当メールニュースではイベントのお知らせや公募情報等、 

産学連携に関する情報をお流しいたします。 

会員の皆様への情報の配信をご希望の方は、news@j-sip.org 

あるいは産学連携学会事務局（j-sangaku@j-sip.org) までお寄せください。 

バックナンバー：http://www.j-sip.org/mail_news.php  

 

 

[[[[ ヘッドライン ]]]] 

――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  

【令和元年度 産学連携学会 東北・北関東支部研究会 のご案内】 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

このたび、東北・北関東支部では令和元年度 産学連携学会 東北・北関東 

支部研究会を開催させて頂くこととしました。是非多数のご参加をお待ちし 

ております。 

 

令和元年度 東北・北関東支部研究会 

主催：産学連携学会 東北・北関東支部 

開催日時：令和 2年 3 月 9日（月） 13時半～17時 

会場：群馬大学 桐生キャンパス 研究産学連携推進機構 B棟 ３F セミナー室 

（群馬県桐生市天神町一丁目５－１） 

http://www.gunma-u.ac.jp/campus_map/g3058  

参加費：無料 

お申込、問合せ先： 

https://kokucheese.com/event/index/589672/  

よりお願いします 

 

 

趣旨 

ここで言う産学連携システムは、大学とそれ以外のセクターとの連携により、 
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大学のリソースを地域の振興等といった価値をもたらすことを意図しておこ 

なう仕組みであり、イニシャチブを取る主体となるセクターは特に問うもの 

ではない、しかしながら、システムと言う以上、持続性がある程度担保され 

た取組がその対象となるべきである。 

その在り方そのものをどうとらえるべきものなのか、あるいは、その仕組み 

の構築の方法論等は未だ確立していない。 

しかしながら、ある程度継続性が担保された事例については、関連のステー 

クホルダーの間で継続することの合意がなされているものであるから、こう 

した事例に関する理解を深める議論をすることは有意義であると考える。 

 

進行 群馬大学研究産学連携推進機構 伊藤正実 

 

主催者 挨拶 

産学連携学会東北北関東支部 支部代表 伊藤慎一（秋田大学） 

 

講演 

１ 企業・研究者・大学にインセンティブを実現する両利きの産学連携モデル 

 国立大学法人筑波大学 国際産学連携本部講師 永井 明彦 

筑波大学は、大型化による複数年での共同研究が産学連携の実績を押し上げ、 

また、研究者、企業にも大きなインセンティブをもたらしている。 

本講演では、企業・研究者・大学の最大効用を実現する両利きの産学連携モ 

デルを事例から紹介する。 

https://sme-univ-coop.jp/  

 

２ 埼玉大麦食品普及・食のモデル地域実行協議会の取組み 

一般社団法人健康長寿実現推進機構 理事長 東海林義和 

当協議会は、首都圏北部 4大学連合活動の一環として埼玉大学を中核に H22 年 

度より取組んだ「大麦食品研究会」を母体として、農水省補助事業等を活用 

して活動し「機能性大麦」市場拡大に貢献してきた。 

この間の活動の成果と課題、今後の展望について考えてみたい 

http://www.oh-mugi-power.com/index.html  

 

３ 北関東産官学研究会の設立の経緯とこれまでの取組について 

講師 北関東産官学研究会 会長 根津喜久雄 

NPO法人北関東産官学研究会は、桐生市の支援を受けて平成 13年に設立され、 

会員制度を基盤にして、共同研究に対する支援や各種の研究会や講演会の開催、 

及びアドバイザーの派遣事業等、産学官連携を促進する為の多彩な活動をお 

こなっている。 

本講演では、その設立の経緯と今までの流れ及び将来の展望について述べて 

みたい 

https://sme-univ-coop.jp/
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http://www.hikalo.jp/  

 

 

【参加申込】 

参加申し込みは「こくちーず」にて受け付けております。参加をご希望され 

る方は 

https://kokucheese.com/event/index/589672/  

の申し込みフォームより必要事項を記入の上登録をお願いします 

 

                               以上 
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